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R最 ,LCR_叶の登か･木船 蕗杉C)動や過多

費工 夫 , 媛 舞 璃赫久

I.(Ii:のに

結晶ほ庶30周 東的組子.i(=よって堵酪イ11らyL合 が､そcl基孝周期 (鵜31忠堂 )の坪
登教盾d欄 班イ虜遥朗 Jf詞が生じている錫合が ある. この ようrJ用 と斉 象合用 とい う.

を鋼3'潮朗は澄渡にfって孝化 し､亀過で乾如日へ蕗杉守る錫射 ご夕い.整合 ･芥整各線

頼長C)鼻Lで t3､局所抑 こ象をfl錦城が､他削 {魚教 t=/flL守るチ1スコメソーyiL-;'aγ と

呼ば冊 一 嫁C)界面 で -軒昂碑で廟てら折･J匿掛 こ灯っている.登金･茅乾各卑称ま111

スフメン:'ユレ一,/才γの発生､-,*動 二よって碑解ブすられb.ま†二木乾如 百で追及乞,憂える

と覇 スコメン;I,し-,'aン67教が */.tl弛 .条が戯チ衡春樹 こ血づくとそ､ 二功を化が

どのようri退避で､ど巧鐙夜巧速.さ-11起 ころり＼し碑 埠ある喝象であろう. ここで(ユ

RbヱZn(恥 (九追 払 〃rL 依 れCRRcノわ ん )という誘彪働 名品について二相 趨上着
えて2Tr=い.

2.払 芝,L勘 C)整合･不豊錦 39

Rb2Zへ乱 は Tc(dO.t･C)以上で断 菌糸(Dま-p,,L｡̂)!二郎 呑イオy絡みでこ
密教的線鋸鋤よい諮薗峰であb.卑花川邑(a-7.18ユA､･aニ/i.736A､C三?._'f/A)

中 こ柑 与と食む.好 (ま目顔の正イオン一 之れCL三一(3SOlJと珂 Lttく 斗面席あて'コ庭 の負

イオ ン(こなっている.二の抑 ま多義癌桂(F机A且&chふ)-rtこ正郎臼(先物 aC〆久3色)

と櫛f入る･TD払下で C軸摘 K),い て風 3cc)伺朝で結 晶 鮎 が 費離 れ､各席言
及が'泉tlif腐蝕 二掛†ろ布射 呈句あい通芝や､ら

収 -Ace-q零しえ ぐJ)

で泉iyL掃 うT疹 舷やtPみL起二頂.夢絹滅薪零乙は象各な凍老 妻C-ic末(cx(3迂路

3-べクトtレ)ir研 げ かにすれることにrdhる.

名L･,ニ(チ-{)cf

孟夏急 務 窟 詫 言 詰 ま･三…tis?,笠 ･63

t=Tc(約 一80'C)でot-J㌔B.Tc′珠IFでiま瑠朝 が5C;I,)

塵格言とつくり一組寺島条 rc2qJV-Pコ′CJ,し)となる｡ニ3'､92

才目は藍か瀬 (co,仰 aん似 ヒ廟 細 る.TDと｢初

FBt]匂{呑監金箱 ( aLLJe,P某-a)である･ 14紹
0

でt言､-;i革 長じ戒 褐液と拍 ッ7'リガ を申して､う扱 K-

35-C*o)分極畝が舵晶句中 =できて､､き..逮 夜 が TcJ:並了 ｡

くと 占爪 卜空くTJろたれ 身魂務P波 か ‡長くTJる.TcT

gがoKCf2,と､分砲液o)繍 象は -i.け L)､a壷由舌面

にi,39,,台抽 分包 (白鮭か巷)が現 れろ. 二.p)た87
-5-

~100 -50 0(｡C)

毎･L･t､句温度如 白雨埠私
君九が俸堤.盈確度があを.



船 軌招 魂壕板 呑宥 'こと にける･ このようでt遜-,用 毅郎 ､二招 吉晶ヒムoれe･tf払

rfK,SBO.i)で最初(=見あそ折二｡

(()式で友子yLる本尊金Td:席3愛艇線 上 (･2)a)昭雄 と樺って

JtL ニAJLi島こ2 - Ae,-こSCXZ･巳舶 (3 )

C'宮部<鼻それる二と｡､り机 ､掃 う仁一愛息 fJ汲 ぶ 鳥C盲 が放教 -Sc*巧五線:,Aで安

網 三村 こもO,ヒ〆るニt-がでそる｡Jt仁一嫁げ如和 才Z.LP'同期喝粟<'ぁ,b称略 Pてヱ)と

牡1Elケ(え)と1和 ､て

仇 - ㍗(ヱ)iLfC2'･a-Lkcz
o)ように泉iことができる.

藤鳴け:A,えが下がかこつれて失うくrsる. 2冗

鹿柳 言Tc互Tで13=9(i)ニーSc*ヱ plようドZIて

尊称 こ比頼 て如 し､軸 ユ滝 線 Aて･､如 抑 3
LJ

抑

畑
｡

丸みが､温度が下りぐ,てTctて立 ブくと､ 8

ま巨けCで泉まれるような酵一役め 変化と

iるようにJa=る.ラ(ヱ)が一定Td--錦 城 でt(才

車弼務教 は 食C,てこ登射 的 頒劫 ､ヾ安現ざれ

ていろ｡考のよ柏 錦城 やミ 頗 銅 ゑヾ動 二束 軸 ･ユ･ 綾瀬 9(i)の皇咽 的 費丸 まは

]ヒ1%革命で 一定間 纏 で綿 てら打てし＼る. C軸 身何の座碑 .

すrihうTc>且上では 牙城 構造に骨 仇 仔路温(domAjふレー必泌む ,4h 該心ー)とな る.

dwLOJh -ルaRAtて対苑寸射 立相の 鷹澱 に動 ヒ司る革命は 仇LW a,I)によって山 一

coru,7旭 ～ 以 心 払 ～ (DC)と名づけウ八七-が､位 相 ソりトン(P糸瓜 40-紘 レ)とも顛a=V

孔でし､呑.射 二､二LP)ようTs鼻息 は ソリトン嚢量 と呼 tj=tt八 % _｡ DC･が一定 間 碑 で 入3･こと

によって､埼解明に､才藍evdL-承孟一にTdhていても､長路軸 的(--2+巷 と不亀谷な 同額 とな

るわtlであJb｡不草 餅 日つ一々 藍細 への拓殖 は pCが結晶軸 ､うー掃き-yLろことと桑 壊し

動 て監餌 的､C2不藍餌 邑へ.h如 如 絡あやへ DC,が身 入きれをニt,L意 味てb.

･FbllẐ 勘 の募 金､!つ LP'7)Cと瀬 切 ると成瀬目許ク的 安さC1てこ iっ LW Cも通 .)花 rT

をt.止別 笑ヾへ泉診ニヒド なるf) いそ整 合 似 ては O,DCを尊大日 永 てると､その叱 ｡

fQ半介冬七は友子かglすべて01倍新 二絃相 魂 に鯛 巻する庶S卓絶 も行rsわく仰 ぎ'rj=ら

机 ､.風 拙 く孝C,ような二紘 起こ1こい 7=祁 絶†計 り､ 7)C,

C1孝入13=､Rbふ CA u句易各 で LT､ 占妓 丁飽 しなった絃O,老生

(=よって起 1各と為えられる｡

jL.教虜度現象

戸匂r柏 ､D'わかbiうに Sは不変餅 acl(か ま甘域ズ庭 像

雇も蕃1 . 5の憩平衡 掻けキ乳歯線 と韓盗癖緯d潤 してあるt.

如 ,抑 卵 ､ら､号-Bjl掛 す教子廓施 よ伸 王TSSがこ碑遺功

取 持 ぞなSが常夜 していみ二とLHj=2 ,｡ C知音向47学通あそ

射 O,PCC威 -(oh c肋 ,M 山 脇 L CteJ,lS;tt)(才

-6-

Tc T

Fケ 5･ SLV%･lejn兼 式乳

号温の途中で 碑& .こ手タ3'ヒ
卓 Sl手動 こい古い.破 断 ま

So)風早腐†イ直しを弓.



･TL-65/Cで与え細 別 ､ら､昇,'@吟には奥手励見よf)小なg)のpC木 碑参画 くけ タ ゆ り

DCが'各綻＼てい参ニt･tこ6-･2,.ニ勿糸顔象は､卑多07酢 <11 P C可愛官が二戸御 t= .i

DCの硝如 寸 分通 さで適好 trs-いニt-L希 してい呑.卑麓の盗予で降動 て軍 令と､

打 計･5 に市郎 ウtこ射 乳で射 た浄温郎 象lこぶつか春子でSは 率化 … い ･

毎 IL" 摘 芽旬 痛 感孝 E･-Ju t 140
動か JjtTう電描,iJLb)である. ど久雄 各 7 ,20
神､不敏金粕07ふい貌皮線固i液 履庭球

右 F督･Llの碑大師 相 可よう'=､不要ふ
凋何て､争象り､ら韓卦 ニーあb L､汀 笹温か､ウ

キ夢 二杉参とAナ8､三ウFと一客化jる. uo

了r+V与熱確度ta:整合･芽亀谷麻夢と符Tf

わすド､単 に不整金箱jlやで昇象､碑温も

梓･)逐日:砲 金t=i/3RA i,_こ.;1ような符

､嫉 しレフ風 毅彦ts藍か･不整金華チタと行ク

他3'拘官で軒艶触 れていろ." )

ニ3'盈屠度dl席軌 相 であろうや､.

穆顔と牽k,町子占仔軒h ､乎麻植へと 変
化 Irjければrd･-C1甘い｡一すrj･わちD C/功教

100
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0 -IJlO _120 _100 -80 _60
丁く̀c)

榊 .,Tfcj芝.4%'こ叫 摘 畔 久の級

がをJnlTS!丁庸 r+-補 い･DCが締晶鼻面ク､ら鋸折 れ t)でfrTい頭 相 :DC碩 挽
(=産べてこようt=醜 隻手r--はあ結合による･;翫成 (=よ,てLF'井守絶 とな乳 こdt二t,拝具rt-る S

o,÷つの庶子衡鹿 町 で白申工如 ギー の韓射 .tl]卯 参ニt/も君桝 を.ka..M A血 り'3

ニ4滴 壁07純 ゲ華頻度の原因レ秀A-T=. i(払a4誠心o潮 解 --よ輿 ぎ､､臨 琴線句発生 に

･gi一牽rT-,%勧 LLL斉′レギー E3､そ4,ガL亀 に みけみSと､最 終 和 て夢世才べそ澄子/'衝東経 にあ

tT右腹 Soヒ9透 ､ASニIS-So‖く盈 比桝i参.確クて条が激辛断水超 (:血ブすげl血 t<

薯確執 ヒエ動吠しけ天才くrF･)､物 産斑二.沌 蹄姉 別 みこし碕 き′IC:I''ZJtって

弟搾♂時間で祈rJ-1われ>刺 ,RtこおいてLt寛解上戯平衡 (=到コをTt妄r'Fいという絃潔しもrfCbi.

二のよ7)TsKか小OA久Aこ9)殖えt手斉蜜あ嫡出∩ほとんゞ 息to'素で兇刺さ れ 久重鹿足3)

原因と ケく じも定性和 こ正しく覆えていをように養われる.[:ゼ後家9滴晶で観劇されろ

爵履歴27ど-/ぞ才が ニ4ようri ふ九㍍肌LTT解軌 こよもも.qで虫卯 -lこついてけみ路線

桝 冊 家持扱 える 一束要が如 うo鴇･LL･こ29･γ七 机 ､､LS早象吟と啓象埠で蕗考息が
△TニTcL TcC-三･ユk 句泉 履歴も示 し､TIL=I;LTき誘電率句とL-ク施 ら 叫 は /cD増産で

あ参･如 伽 件 礼 と仏-〟 )E" 銅 轡 をWtJ'逆LT--連 弾 亨的 餅 tf-紘

gn動 がし密接継 げ下%･Ltと同じ都債覆 緑 7れ △Tl如 律 持 味くTtJ)･と 卯 9# /" C

も嫁入f--ヒ索執 て い を｡ 二4'ニt.し3=Gを晶中 二香春YL令不純殉 老d)佃戒 鞄 が DC 乞e -/

LLめすみ こ btニよって兼 産生4労 塵k-ネ′レギー乞為れ 寺cIDCO)払 敢 t,固執 二才 をf:--3).

舶 rf劾摩t一虚説胡雑 婚 もしてい3Lヒ額 審 生れ各.東常 ､澄金･メ蚤余塵 fj

l--i(手1う不敗均a湖 栄 作殺めて凝 着 で針を｡ Rb12,1cbyゥ粕q h l b/.弘 で置顔マ嘉

一7-



L乳像虚けユわに天与く rcF')､Tc,昭 が碁｡よ･)顔者TJ=二 い 才一を弱凍敦 餌 ･･TcjこもLTる

舶 接-射 て職 級,1台ユ)細 二なるニt-で約 ･二g)的 毎 ･5-(二番てようlこ､ (勘定転)i
Zの叫碁品衡 701I5,lL～C]巧か ､温存鼠覇で他動 で参与まで 不鷺谷碑或′もbL)挽･1る'.1)
ニd)他､不紋周が~不藍細 でri乙瞳勧業.iもf--らi

ニLb仔 tT､ い く｢がLq興 味あま毅彦が 尺bl三八Ceぎ)
や午オ偉膏(+)(=7いて審 考 ユれ てい ま｡

午.整合･不蜜金転f39)適兼 lこfjtT2'身砲 ヒ誘 薩率雪

J牽.Jtl

pC4 存 rLLTdEL､藍臓 から DC,が 一息 %-F7

陶で稜.郎巧tこ鼓LE耳整合鹿追へL,7碑過 重ノとが ど-,∫

うrf新主で_ビC,<C八､3)達 =で適粂 マき灯し梓 をW

乃如 タに伴う命鐘 と話者率Lf9時覇を化 と通 好してかT:--｡

払ユ亘れCR,LlOl澄合掛 第線鵠竜柱 で薗患分砲 ともフうち､

Tc直上o)不変合加 で十かタか ､且-,fL亀錫も年かすをと亀

倉相へ車弼 1せ各ニヒがで乞 う. 空dl直れ鹿錫 L綾

を1多tL不整金相へ巧み 才声が魔 手号,庖 場確患 後d)

lptH呈(二おけ3務虜 孝 と分纏 う埠噂変/tt=L メモ､Jス
コー7dt,守-/しコーダセ●寵線 し七 .東泉 的(拍tlとt7
AT=T-Tc,k=/J K tこおけを紹摩 L席 i.分 砲 アL手

下㊥ ･らめ よラーニ不速湧泉r3--澱 ケ乞斥 した換ー _TCbt=節 々

t=滅,V-し､吟 喧 t(㍗)袷(こ(引手､toL=Tr-ラ.妨電孝eaは

不達統な適伽 と示 し七後療クt<趨失 し､ tCとれ,<)後 に

貴大t,射 ､頻 殊薮 /yL:才舛 〔戸々 _7(cL)､'iL)〕.良

喝和 =わT=多∈AJ4嬢 化LLや ･9 1ご時 間 軸 と耗 綻 に

と,そ市 丸 ニLW-&夜 ではh趣 qp･せ .,に toE54 とほ

ぼ 句 碑 l二務亀 孝が 鼻 末ヒTF･).坊後ゆっくt)i,滅 /Jl

2 4
mSeC

0 40 80
mSeC
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200

o o･2 0･ム 0･6 0･8 x ll0

(RbトXKx)2ZnCLL

FL3･よ く払トスKX)lZれ乱 混 晶ゑ
Ln:相 成 .

'0 2msec4

F曾･占 藍金瀬 巾､り呑亀息相 へ

払 fjさせt-_ヒ主4 秒槙 _4時回
章化. △TニトユK.

ー FJラ7_ 整合1-gn 不払 相

へ転ガ,fぜf>と三'?紡金華

と A C)単 項委化 .

ム丁二 /-ユK.



していく. t,(P)もt(乙榊 )も

兄3･9(二子 車JとくTcに立ブく濃

長くTj多.Tcに止ブくじ朴破 折 考

えて･帰 7々 -efjrくれて務亀孝か境

木t,tj=>｡ △T ニ O.ユいくで t3=不整

合jBへ巧み弁タか鳩 つて L/Cか後 (く

らげや フレ農本施 t二速言 う.

A.老君 Fl,7･9 分趣 ヒ頭像奉り埠 覇変化､△Tニ/､I E'.

吹上37紀要は･=え81ようド理解1}ニヒがで まう.

(I) ㊨動 く取除炉yLbと､後い且泉虚易47でも頭身 して いrこDC,(身銭 魯 絹 じ)が すみ

やが に 留澄ほ鼠へ涙含.賃か域が紘 が さ阜め Pが 諌 ケ-T3.穆 い象沈庭錫 竹､ら解放 エĴ た

DC,耳遠1翻 濠揚d17で よのlaih -zAd玖 叫 tLLp八 も行 フて El久t凍 与すき.7Tc咲下で丘,;,fL

葛湯L蘇り碁 っrI--i/乙Lこも相 可洋 書1つ耕,y-L斥7 ニt-カ､ら奇ニO,ようT潮 解 (才&孝で

1

10-1

10-2

10-3

10～4
0.5 1.0 1.5 2.0K

AT=TITcL

Fけ･?･ 分魅37諸頑 弓多時間

ilp)LiJ)t覆車が量末ヒri)珍
聞 t C乙川吹)4蛋複軌 eJ.

あうう.

(ユ) )Z(=D C-が ま夜 丁組 4.線 とT.L,って 各卸 亡発をづ 参.

老婆LiI--才女(3=年を して結晶を 面 子でLF'が 多. (… 卵と均

(こよって t:-,uly,工 八東長竹与うず G7PLろ揚 金もi'うう.

'Tu に蘇生弓 含 D Cで 結晶(3=)kれこ瑠勿ら卜ていく｡三豊

め 7く王 yLi:-J ともpr310に r:j3.二の ヒ享 子 てーE q13=D C_

d)動 =掛ダL-じ刺して強羊弓を.DC,ほ惇rlL､斉 Faq筒 に且

3了が､椅 t:TLの並修では不純物 句 t3 -,比 和 tこよりや､な り

香しKi::迫が一新 こなっていき相 知 かなL-.DC,覇9)間碑 は

ニC)/追風 二黙 tT診､熱学衡修 fリby,=リた い(S は小士 リ

し碓剰 され を｡ 寸ld,hう液 が 戒Lして結晶右面 きて-達 し

仁t,ま､6才矩 7Pc-(3=ita_し､q喝 t二物<房藍 カで両 極が､

由 J､ヶヒ弓削 を工久谷.Te-並断 てか す} S ol履度(宇摩.I,

私がラt,秀丸 で 号と鋒lJ=い.

(3) 1)C･♂1叔発Iiが 晩冬､D C 覇 句聞 敵 手教子腐,Ii
へ輯フて)fわ く姉 くけっていく. DCcJ叡夜はあくT;d･-畔 ,

pc-9)de和郎;､ - 似 此 仰 ふ む礼(二万 才3p複jtカがt}7iぐ71-5

(//れ e,久け滅 ケし鰐 折 る.瀦 ヂ夜子(二近づす げせ づ､く楚 kか 山 九At二が宜 しT:-/ようLこ舶 呈

o)落励 折 刺 しギ ーが 天王く-rFI)､ 予断東壁へ句線如 スど丁 が藤外て彩 堆くTFiT:-_れ 教

/C身､教吟哨経過 圧 も兇愛螺 子衝水飴ウ＼与か射 線 畔 赦 tて的 .二岬 ､叫 ･7.

戸々 ･LIt:冴 ら帰 薮 原 直り原垣で弟 ララ.
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